
ニュービジネスの育成やビジネスマッチング、各種講演など、
地域社会の皆さまとの積極的な環境コミュニケーション活動を展開しています。

　環境関連の製品や技術・サービスに特化した、当行主催
の商談会「エコビジネスマッチングフェア2010」を、平成
22年6月に開催しました。
　本フェアは、当行のネットワークを活用し、「環境に特化」し
た商談と交流の場の提供を通じて、今後の新たな事業展
開のサポートを目的として企画、今年で3回目となります。出
展業種も幅広く、新エネルギー・省エネルギー、リサイクル、環
境サポート、環境アグリ・フードなど6つのゾーンにわけて
紹介。事前の商談対応の充実を図り、参加
アンケートや詳細なバイヤー情報などをもと
に、可能な限りのマッチングを行いました。ま
た、出展ブースは79社、入場者数約2,150
名、当日の商談件数は約800件にものぼり、
各ブースは終日賑わいました。

最新の環境ビジネス商談会
エコビジネスマッチングフェア

　当社は、省エネで長寿命を実現できるエコ照明として「次世代
型ＣＣＦＬ照明」を展示させて頂きました。230名を超える方々にご
来場賜り、某病院様では全面的に導入頂けるお話まで頂戴でき
たことに大いに感謝しております。
　エコ＆エコノミーの両立をご提案できる場として当フェアの重
要性を体感したと同時に、我々の「エコソリューションへの挑戦」
がＣＳＲに繋がると確信できたことで、より高みをめざし邁進した
いと存じます。

日本ガラストロニクス株式会社
代表取締役社長　桂 賢

「エコビジネスマッチングフェア」
出展企業の声

ニュービジネスの育成やビジネスマッチング 各種講演など

環境コミュニケーション

エコビジネスマッチングフェア2010
各ブースでは、商談や情報交換が活発に行われました



地
球
環
境
と
の
共
存
共
栄

　「産学官・金（金融）」の連携で、「ニュービジネス」にかける
起業家精神をサポートする「サタデー起業塾」を、平成12年度
より毎年開講。昨年までの受講生はのべ1,400名にのぼります。
　今年度は10月に名古屋市で開催されるＣＯＰ10（生物多様
性条約第10回締約国会議）を見据え、「気候変動」に加えて
「生物多様性」をキーワードに、環境ビジネスの最前線や、最
新の環境分野における大学シーズを紹介。大学のシーズと企
業のニーズをマッチングし、ニュービジネスの育成をめざします。
　また、歴代のサタデー起業塾の受講生の中で、実際にニュー
ビジネスに取り組まれた企業や事業者の皆さまを対象に、
ニュービジネス奨励金「しがぎん野の花賞」を贈呈しています。

ニュービジネスの育成を願って
サタデー起業塾

　平成21年10月21日～23日の3日間、「びわ湖環境ビジネ
スメッセ2009」が開催され、38,970名の来場者が訪れ
た場内は終日熱気に包まれました。
　当行は「環境ビジネス支援」をテーマに、パネルやニゴ
ロブナの展示を行い、金融機関ならではの環境保全の取
り組みについて紹介。来場者アンケートでは、「これからも
環境保全活動を継続し、地域の発信源となってください」、
「滋賀県のリーダーとなるような取り組みの充実を期待しま
す」など、力強い激励をいただきました。

環境ビジネス支援をＰＲ
びわ湖環境ビジネスメッセ2009

チャレンジ25日本縦断キャラバン
「環境金融」について事例を紹介

　環境省主催による「チャレンジ25日本縦断キャラバン」
が平成22年6月に開催されました。
　これは、地球温暖化の影響について国民の理解を求め
るとともに、国の具体的な施策のあり方を広く国民から意見
収集することを目的に開催されたものです。
　当行は、金融機関セミナーの中で、「環境金融」の取り組
みについて西堀CSR室長が講演。多様な環境対応型金
融商品を紹介し、本業を通じた
「環境金融」の取り組みについ
て事例紹介を行いました。

「滋賀GPN10周年シンポジウム」に
大道頭取がパネリストとして登壇

　平成21年11月、滋賀グリーン購入ネットワーク（滋賀GPN）
の設立10周年シンポジウムが開催されました。
　本シンポジウムでは、地球温暖化防止に向けて、私たち一
人ひとりが身近なところから行動を変えていくことを目的にパ
ネルディスカッションを展開。滋賀県が掲げる「2030年温室効
果ガス排出量（1990年比）50％削減」の達成に向けて、行
政、企業、県民が取り組むさまざまな活動について紹介し、企
業の取り組みとして大道頭取がパネリストとして登壇。当行の
「環境金融」の取り組みについて紹介しました。

　昭和５０年に「住まいの１１０番・イノショウ」というコンセプトで、
お客さまの困りごとを解決する地域密着型の事業を展開。その
後、「自然を活かす技術で社会の役に立つ」を経営理念として、
太陽光照明『スカイライトチューブ』を商品化しました。
　スタート時期にはサタデー起業塾の受講から多くの事を学び、
“しがぎん野の花賞”は基礎固めの時に受賞しました。
　「物が動く前に、人が動く。人は、人で動く。」が信条。今日の
井之商があるのは皆さまの強力なサポートのおかげであると
日々 感謝しております。

株式会社 井之商　
代表取締役　井上 昇

「しがぎん野の花賞」
 受賞者の声

ビジネスマンや学生など、
ブース内は終日来場者で
賑わいました

「しがぎん野の花賞」受賞にあたり、
スピーチをする受賞者


